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(57)【要約】
【課題】フリッカーや擬似輪郭現象を抑える有機電界発
光表示装置の駆動方法を提供する。
【解決手段】奇数番目走査線（第１走査線）に順次に走
査信号の供給をして、その次の偶数番目走査線（第２走
査線）に順次に走査信号の供給をして、２回にかけて一
フレームの画面を表示するインターレース方式の有機電
界発光表示装置の駆動方法において、奇数番目走査線と
これに隣接した偶数番目走査線の間の駆動タイミングを
１／２フレーム周期の時間差をおいて駆動する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　奇数番目走査線に順次に走査信号の供給をして、その次の偶数番目走査線に順次に走査
信号の供給をして、２回にかけて一フレームの画面を表示するインターレース方式の有機
電界発光表示装置の駆動方法において、
　前記奇数番目走査線とこれに接した偶数番目走査線の間の駆動タイミングを、１／２フ
レーム周期の時間差をおいて駆動することを特徴にする有機電界発光表示装置の駆動方法
。
【請求項２】
　前記有機電界発光表示装置は、一フレームの時間を分割して各画素の階調を表現するこ
とを特徴とする請求項２記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記一フレームは、複数のサブフレームで構成され、前記各サブフレームはデータ信号
中の各ビットが割り当てられていることを特徴とする請求項２記載の有機電界発光表示装
置の駆動方法。
【請求項４】
　前記複数のサブフレームは、８個のサブフレームであることを特徴とする請求項３記載
の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記各サブフレームは、入力されるデータ信号の各ビットによって選択され、選択され
たサブフレームが発光されて、その発光される時間の長さによって前記各画素の階調が表
現されることを特徴とする請求項３記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記奇数番目走査線を通じて一フレームが第１サブフレーム、第２サブフレーム、…、
第ｎサブフレーム（ｎは複数のサブフレームの最後のサブフレームを示す）の順に順次点
燈される場合、
　これに接した偶数番目走査線を通じて一フレームが第ｎサブフレーム、第１サブフレー
ム、第２サブフレーム、…、第ｎ－１サブフレームの順に順次点燈されることを特徴とす
る請求項３記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置の駆動方法に関し、特にデジタル駆動方式で駆動される
有機電界発光表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置の中で有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生する
有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：Ｏ
ＬＥＤ）を利用して画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は速い応答速度を
持つと同時に低い消費電力で駆動できるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
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　図１を参照すれば、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御す
るための画素回路２を具備する。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２に接続されており、カソー
ド電極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤ
は画素回路２から供給される電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路２は走査線Ｓｎに走査信号が供給される時、データ線Ｄｍに供給されるデータ
信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このために
、画素回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤの間に接続された第２
トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に接続さ
れた第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極の間に接続
されたストレージキャパシタＣｓｔを具備する。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続されており、第１電極はデー
タ線Ｄｍに接続されている。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャ
パシタＣｓｔの一側端子に接続されている。ここで、第１電極はソース電極及びドレイン
電極の中でいずれか一方であり、第２電極は第１電極と異なる方である。例えば、第１電
極がソース電極に設定されれば第２電極はドレイン電極に設定される。
【０００９】
　走査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走
査信号が供給される時ターンオンされてデータ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレ
ージキャパシタＣｓｔに供給する。この時、ストレージキャパシタＣｓｔはデータ信号に
対応した電圧により蓄電される。
【００１０】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極はストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続さ
れており、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに
接続されている。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄのアノード電極に接続されている。このような第２トランジスタＭ２はストレージキャ
パシタＣｓｔに保存された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード
ＯＬＥＤへ流れる電流量を制御する。この時、有機発光ダイオードＯＬＥＤは第２トラン
ジスタＭ２から供給される電流量に対応される光を生成する。
【００１１】
　しかし、このような従来の有機電界発光表示装置の画素はストレージキャパシタＣｓｔ
に保存された電圧を利用して階調を表示するので、所望の階調を正確に表現するのが難し
いという問題がある（アナログ駆動となる）。これは、ストレージキャパシタＣｓｔに蓄
電される一定の電荷を利用して複数の階調を表現しなければならないためで、隣接階調間
の明るさの差が正確に表現されにくい。
【００１２】
　また、従来の有機電界発光表示装置に含まれる第２トランジスタＭ２は工程偏差によっ
て画素４ごとに閾値電圧及び電子移動度などが相異なるように設定される。このように画
素４ごとに第２トランジスタＭ２の閾値電圧及び電子移動度の偏差が発生されることによ
り、同一の階調電圧に対して互いに異なる階調の光が生成され、これによって均一な輝度
の映像を表示することができないという問題がある。
【００１３】
　これらの問題により、従来の有機電界発光表示装置では、特に隣接階調間の明るさの差
が正確に表現でないことから、フリッカーや擬似輪郭現象が発生するという問題となって
いる。
【特許文献１】大韓民国特許公開第１０－２００６－００５９０９４号明細書
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　したがって、本発明の目的は、有機電界発光表示装置において、フリッカー及び擬似輪
郭問題を解消できる有機電界発光表示装置の駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前記目的を果たすための本発明実施形態は、奇数番目走査線に順次に走査信号の供給を
して、その次の偶数番目走査線に順次に走査信号の供給をして、２回にかけて一フレーム
の画面を表示するインターレース方式の有機電界発光表示装置の駆動方法において、前記
奇数番目走査線とこれに隣接した偶数番目走査線の間の駆動タイミングを、１／２フレー
ム周期の時間差をおいて駆動することを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法であ
る。
【００１６】
　また、前記有機電界発光表示装置は一フレームの時間を分割して各画素の階調を表現す
るデジタル駆動方式で駆動される。そして、前記一フレームは複数のサブフレームＳＦ１
、ＳＦ２、…、ＳＦｎ（ｎは複数のサブフレームの最後のサブフレームを示す。以下同様
）で構成されて、前記各サブフレームはデータ信号の各ビットに対応していることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１７】
　このような本発明は、隣接した走査線間の駆動タイミングを１／２フレーム周期の差を
おいて駆動することで、隣接走査線間に空間的にエバリジング（ａｖｅｒａｇｉｎｇ）効
果をもたらして、隣接階調間の明るさの差が正確に表現させることができるようになり、
フリッカー及び擬似輪郭問題を解消できるという長所がある。
【００１８】
　また、本発明は、これを通じてサブフレームの増加なしに擬似輪郭とフリッカー問題を
減らすことができ、かつ、外部部品の増加なしに駆動手順の変更で簡単に実現することが
できるという長所がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００２０】
　図２は、本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【００２１】
　図２を参照すれば、本実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１ないしＳｎ
、及びデータ線Ｄ１ないしＤｍと、複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１ない
しＳｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１ないしＤｍを駆動するためのデ
ータ駆動部２０と、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制
御部５０を具備する。
【００２２】
　タイミング制御部５０は外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号Ｄ
ＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で生成されたデータ
駆動制御信号ＤＣＳはデータ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査駆動
部１０に供給される。そして、タイミング制御部５０は外部から供給されるデータＤａｔ
ａをデータ駆動部２０に供給する。
【００２３】
　データ駆動部２０は一フレームに含まれた複数のサブフレーム期間ごとにデータ線Ｄ１
ないしＤｍにデータ信号を供給する。ここで、データ信号は画素４０が発光される第１デ
ータ信号と、画素４０が発光されない第２データ信号に分けられる。すなわち、データ駆
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動部２０はそれぞれのサブフレーム期間で走査信号が供給されるときに画素４０の発光可
否を制御する第１データ信号及び／または第２データ信号をデータ線Ｄ１ないしＤｍに供
給する。
【００２４】
　走査駆動部１０はそれぞれのサブフレーム期間ごとに走査線Ｓ１ないしＳｎで走査信号
の供給をする。走査線Ｓ１ないしＳｎで走査信号が供給されれば画素４０らが走査線別に
選択される。この時、走査信号によって選択された画素４０はデータ線Ｄ１ないしＤｍか
ら第１データ信号または第２データ信号の供給を受ける。
【００２５】
　この時、前記走査駆動部１０は前記走査信号の供給によってそれぞれの走査線を選択し
て活性化するにあたり、一フレームに対して前記各走査線Ｓ１ないしＳｎに順次に走査信
号を供給するプログレッシブ走査（Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ　ｓｃａｎ）方式、または２
回にかけて一フレームの画面を表示する、すなわち、一番目は奇数番目走査線に順次に走
査信号を供給し、二番目は偶数番目走査線に順次に走査信号を供給するインターレース走
査（ｉｎｔｅｒｌａｃｅｄ　ｓｃａｎ）方式で駆動することができる。
【００２６】
　また、画素部３０は外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受け
てそれぞれの画素４０に供給する。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を
受けた画素４０それぞれは走査信号が供給される時データ信号（第１データ信号または第
２データ信号）の供給を受けて、供給されたデータ信号に対応してそれぞれのサブフレー
ム期間の間発光または非発光される。
【００２７】
　例えば、走査信号が供給される時、第１データ信号の供給を受けた画素４０は該サブフ
レーム期間の間発光されて、第２データ信号の供給を受けた画素４０は該サブフレーム期
間の間非発光される。この時、前記画素４０は前述の図１で説明した画素構造と同様であ
る。
【００２８】
　ここで参考例として、プログレッシブ走査方式の有機電界発光表示装置について説明す
る。図３は、プログレッシブ走査方式での有機電界発光表示装置駆動時の一フレームの一
例を示す図面である。
【００２９】
　ただし、これは前に説明した走査駆動方式の中で各走査線Ｓ１ないしＳｎに順次に走査
信号を供給するプログレッシブ走査方式が適用されることをその例として説明する。
【００３０】
　図３を参照すれば、本発明の一フレーム１Ｆは複数のサブフレーム（一例としてＳＦ１
～ＳＦ８）に分けられて駆動される（デジタル駆動）。ここで、それぞれのサブフレーム
（ＳＦ１～ＳＦ）８は、走査信号を順次に供給するための走査期間、走査期間の間第１デ
ータ信号の供給を受けた画素４０が発光される発光期間及び画素４０が非発光状態に転換
されるリセット期間に分けられて駆動される。
【００３１】
　走査期間の間走査線Ｓ１ないしＳｎには走査信号が供給される。そして、データ線Ｄ１
ないしＤｍには第１データ信号または第２データ信号が供給される。すなわち、走査期間
の間画素４０は第１データ信号または第２データ信号の供給を受ける。
【００３２】
　発光期間の間画素４０それぞれは走査期間の間供給された第１データ信号または第２デ
ータ信号を維持しながら発光または非発光される。すなわち、走査期間の間第１データ信
号の供給を受けた画素４０は該サブフレーム期間の間発光状態に設定されて、第２データ
信号の供給を受けた画素４０は該サブフレーム期間の間非発光状態に設定される。
【００３３】
　この時、前記各サブフレーム（ＳＦ１～ＳＦ８）は、データ信号の各ビットにあたるも
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ので、最下位ビットは第１サブフレームＳＦ１に対応し、最上位ビットは第８サブフレー
ムＳＦ８に対応するようになる。すなわち、データ信号のビットが１の場合（第１データ
信号に該当）、サブフレーム期間の間画素は発光され、データ信号のビットが０の場合（
第２データ信号に該当）にはサブフレーム期間の間画素は非発光にされる。
【００３４】
　ここで、サブフレーム（ＳＦ１～ＳＦ８）それぞれで発光期間が異なるように設定され
る。例えば、２５６階調で画像を表示しようとする場合、図３のように一フレームに８個
のサブフィールドＳＦ１ないしＳＦ８に分けられて、８個のサブフィールドＳＦ１ないし
ＳＦ８それぞれで発光期間は２ｎ（ｎ＝０、１、２、３、４、５、６、７）の割合で増加
される。すなわち、それぞれのサブフレームで画素４０の発光可否を制御して所定階調の
画像を表示するようになる。言い換えて、本発明ではサブフレーム期間の間前記画素が発
光される時間の合を利用して一フレーム期間の間所定の階調を表現する。
【００３５】
　そのほか、例えば、一フレームは１０個以上のサブフレームに分割されることができ、
各サブフレームの発光期間も設計者によって多様に設定されることができる。
【００３６】
　リセット期間の間には画素４０が非発光状態に転換される。このために、追加的な配線
及び画素４０それぞれには追加的なトランジスタが含まれる。一方、一フレームに含まれ
るリセット期間は除去されることもできる。
【００３７】
　このようにデジタル駆動は、トランジスタのオンまたはオフ状態を利用して階調を表現
するため、トランジスタのバラ付きと無関係に均一な輝度の映像を表示することができる
という長所がある。また、時間を分割して階調を表現（デジタル駆動）するから一定の電
圧範囲を利用して階調を表現（アナログ駆動）する方式より一層正確な階調を表現するこ
とができるという長所がある。
【００３８】
　しかし、このようなデジタル駆動は最上位ビットと下位ビットの発光時間差によって擬
似輪郭現象などが発生されるという問題点がある。
【００３９】
　一例で、１２７階調を表現する場合には入力されるデータが“０１１１１１１１”なの
で、第１サブフレームＳＦ１ないし第７サブフレームＳＦ７が発光されて、第８サブフレ
ームＳＦ８期間の間非発光される。
【００４０】
　その反面、１２８の階調を表現する場合には入力されるデータが“１０００００００”
なので、第１サブフレームＳＦ１ないし第７サブフレームＳＦ７が非発光されて、第８サ
ブフレームＳＦ８期間の間発光される。
【００４１】
　すなわち、上記二つの階調は各ビットの“０”と“１”が互いに反対の値段を持つよう
になって二つの階調をそれぞれ表示する画素は発光時間と非発光時間が互いに交差して示
されるようになる。
【００４２】
　これによって前記１２７階調と１２８階調が隣接した画素で発光されれば、二つの階調
の境界では停止画像の場合にフリッカーの一つである境界明滅現象（ｂｏｒｄｅｒ　ｆｌ
ｉｃｋｅｒ）が発生し、動画の場合には擬似輪郭現象（ｄｙｎａｍｉｃ　ｆａｌｓｅ　ｃ
ｏｎｔｏｕｒ）が発生するようになる。
【００４３】
　図４は、デジタル駆動の時に擬似輪郭現象が発生される過程を示す図面である。
【００４４】
　すなわち、図４は１２７階調と１２８階調の間で視線が移動する場合を示すもので、示
されたように１２７階調を表現する“Ａ”部分と、１２８階調が表現されている“Ｂ”部
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分があるとき、“Ａ”部分を見た後に、視線を移動して、“Ｂ”部分を見ると人はこれを
２５５階調程度であると認識するようになる。なお、実際の表示装置においては、これら
の隣接した階調は、人が意識して“Ａ”部分から“Ｂ”部分に視線を移動した場合に限ら
ず、一つの画面内で階調が変化する場合（動画の場合）や、一つの画面内で隣接する階調
がある場合など、ほとんど人が無意識のうちに両方の階調を見ることが多いため、このよ
うな場合に“Ａ”部分と“Ｂ”部分の階調が正しく表現されていないように見えて、フリ
ッカーや擬似輪郭現象などの不鮮明な映像としてとらえられてしまうのである。
【００４５】
　また、同様に、１２８階調を表現する“Ｃ”部分を観察した後、視線を移動して、隣接
された階調である１２７階調を表現する“Ｄ”部分を観察する時、人は、これを０の階調
程度に認識するようになる。
【００４６】
　このような擬似輪郭現象は駆動方式で動画駆動の際に発生するもので、動きの速い動画
であるほどひどく発生して表示装置の表示品質を阻害する大きな要因となっている。
【００４７】
　このような擬似輪郭現象を解決するためには、サブフレームの数を増やして駆動する方
法があるが、これは駆動周波数が上昇されるという問題がある。
【００４８】
　本発明の実施形態はこのような問題を解決するために導出されたもので、デジタル駆動
方式の有機電界発光表示装置を、プログレッシブ走査方式ではないインターレース走査方
式で駆動し、奇数番目走査線とこれに隣接した偶数番目走査線の間の駆動タイミングを１
／２フレーム周期の差をおいて駆動して隣接走査線間に空間的にエバリジング（ａｖｅｒ
ａｇｉｎｇ）効果を通じてフリッカー及び擬似輪郭問題を解決することを特徴とする。
【００４９】
　図５は本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の駆動方法を説明する図面である
。
【００５０】
　ただし、図５に示された実施形態の場合、一フレームが８個のサブフレームに分けられ
ることを例として説明しているが、本発明の実施形態が必ずしもこれに限定されるもので
はない。
【００５１】
　図５を参照すれば、本発明の実施形態では２回にかけて一フレームの画面を表示する、
すなわち、一番目は奇数番目走査線に順次に走査信号を供給し、二番目は偶数番目走査線
に順次に走査信号を供給するインターレース走査方式が適用され手いる。特に奇数番目走
査線とこれに隣接した偶数番目走査線の間の駆動タイミングを１／２フレーム周期の時間
差をおいて駆動することで、隣接走査線間に空間的にエバリジング効果を通じてフリッカ
ー及び擬似輪郭問題を解決している。
【００５２】
　一フレームを構成する各サブフレームＳＦ１～ＳＦ８は、データ信号の各ビットに対押
している。したがって、最下位ビットは第１サブフレームＳＦ１に対応し、最上位ビット
は第８サブフレームＳＦ８に対応するようになる。すなわち、データ信号のビットが１の
場合（第１データ信号）に該サブフレーム期間の間画素が発光され、データ信号のビット
が０の場合（第２データ信号）には、該サブフレーム期間の間画素が非発光される。
【００５３】
　例えば、２５６階調で画像を表示しようとする時、一フレームに８個のサブフィールド
ＳＦ１ないしＳＦ８に分けられて、８個のサブフィールドＳＦ１ないしＳＦ８それぞれで
発光期間は２ｎ（ｎ＝０、１、２、３、４、５、６、７）の割合で増加される。すなわち
、それぞれのサブフレームで画素４０の発光可否を制御して所定階調の画像を表示するよ
うになる。言い換えれば、本実施形態ではサブフレーム期間の間前記画素が発光される時
間の長さを利用して一フレーム期間の間所定の階調を表現する。
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【００５４】
　この時、一般的に上記一つのフレームは第１サブフレームＳＦ１から第８サブフレーム
ＳＦ８の順に順次点燈されて、これによって入力されるデジタルデータによって前記第１
サブフレームから第８サブフレームの順に特定サブフレームが選択されて選択されたサブ
フレームが発光されて、その発光される時間の長さにより所定の階調を表現するようにな
る。
【００５５】
　すなわち、１２７階調を表現する場合には入力されるデータが“０１１１１１１１”な
ので、最初第１サブフレームＳＦ１から第７サブフレームＳＦ７まで発光されて、第８サ
ブフレームＳＦ８期間には非発光される。
【００５６】
　その反面、１２８の階調を表現する場合には入力されるデータが“１０００００００”
なので、第１サブフレームＳＦ１から第７サブフレームＳＦ７まで非発光されて、第８サ
ブフレームＳＦ８期間に発光される。
【００５７】
　したがって、前記１２７階調を表現する画素と１２８階調を表現する画素が隣接する場
合、前述の図４を通じて説明したように擬似輪郭現象が発生されることができるという問
題がある。
【００５８】
　これを解決するために本発明の実施形態は図５に示されたように、インターレース駆動
方式において、奇数番目走査線とこれに隣接した偶数番目走査線の間の駆動タイミングを
１／２フレーム周期の差をおいて駆動し、隣接走査線の間に空間的にエバリジング（ａｖ
ｅｒａｇｉｎｇ）効果を通じてフリッカー及び擬似輪郭問題を解決することを特徴とする
。
【００５９】
　すなわち、第１走査線（奇数番目走査線）を通じては一フレームがＳＦ１、ＳＦ２、…
、ＳＦ８の順に順次点燈されて、これに隣接した第２走査線（偶数番目走査線）はその駆
動タイミングが１／２フレーム期間だけ時間差をおいてＳＦ８、ＳＦ１、…、ＳＦ７の順
に順次点燈される。
【００６０】
　これによって以後の奇数番目走査線（３、５、…、２ｎ－１）は、前記第１走査線に印
加された走査信号を基準として所定間隔ずつシフトされて走査信号が印加されるので、図
５に示されたように前記所定間隔だけ前記一フレームのデータがシフトされて表現される
。
【００６１】
　同様に、以後の偶数番目走査線（４、６、…、２ｎ）は、前記第２走査線に印加された
走査信号を基準として所定間隔ずつシフトされて走査信号が印加されるので、図５に示さ
れたように前記所定間隔だけ前記フレームのデータがシフトされて表現される。
【００６２】
　結果的にこのような駆動方式による場合、各走査線でビットの発光順が奇数番目走査線
と偶数番目走査線で、１／２フレーム周期だけ時間差をあるようにして発光させるから、
所定走査線で下位ビットが発光する時、隣接した走査線では上位ビット部分が発光され、
反対に上位ビットが発光する時は隣接した走査線で下位ビットが発光される。これにより
空間的に隣接した走査線同士に平均化されて擬似輪郭現象を減らすことができ、またフリ
ッカーの問題も軽減させることができるようになる。
【００６３】
　図６は、図５の駆動方式によって擬似輪郭現象が解消される過程を示す図面である。
【００６４】
　すなわち、図６は１２７階調（奇数番目走査線）を表現する第１画素と、１２８階調（
偶数番目走査線）を表現する第２画素の間で視線が移動する場合を示すもので、前記駆動
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方式によれば最上位ビットと下位ビットの発光時間の差によって発生される擬似輪郭現象
を解消することができるようになる。
【００６５】
　一例で、奇数番目走査線の第１画素で１２７階調を表現する場合には、入力されるデー
タが“０１１１１１１１”なので、第１サブフレームＳＦ１ないし第７サブフレームＳＦ
７が発光されて、第８サブフレームＳＦ８期間の間非発光される。
【００６６】
　その反面、前記奇数番目走査線に隣接した偶数番目走査線の第２画素で１２８の階調を
表現する場合には、入力されるデータが“１０００００００”であるが、前に説明したよ
うに偶数番目走査線では前記隣接した奇数番目走査線に比べる時駆動タイミングが１／２
フレーム期間だけ遅延されてＳＦ８、ＳＦ１、ＳＦ２、…、ＳＦ７の順に順次具現される
。すなわち、最初第８サブフレームＳＦ８が発光されて、以後第１サブフレームＳＦ１な
いし第７サブフレームＳＦ７が非発光される。
【００６７】
　すなわち、前記二つの階調は各ビットの“０”と“１”が互いに反対の値を持つように
なって二つの階調をそれぞれ表示する画素は発光時間と非発光時間が互いに交差するよう
になるが、隣接した走査線の間で駆動タイミングが１／２フレーム期間だけ差が生じるよ
うになって既存のデジタル駆動で発生される擬似輪郭現象を解消できるようになるのであ
る。
【００６８】
　より詳しく説明すれば、示されたように１２７階調を表現する“Ａ”部分を観察して視
線が移動して隣接され、非発光領域、すなわち、０階調を表現する“Ｂ”部分を観察する
時、人（人間の目の網膜）はこれをそのまま１２７階調に認識するようになる。
【００６９】
　また、１２８階調を表現する“Ｃ”部分を観察して視線が移動して隣接され、０階調を
表現する“Ｄ”部分を観察する時、人（人間の目の網膜）はこれをそのまま１２８階調に
認識するようになる。
【００７０】
　これらは、意識した視線の移動に限らず同一画面内で画面が変わる場合（動画）や一つ
の画面で隣接する階調が表現されている場合などであっても同様であり、結果的に、擬似
輪郭現象を解消することができ、これは動きの速い動画駆動の際にも表示装置の表示品質
が阻害されることを防止できるようになる。
【００７１】
　以上のように本実施形態によれば、サブフレームの増加なしに擬似輪郭とフリッカー問
題を減らすことができるのである。また、有機電界発光表示装置であるため、速い応答速
度を持つと同時に低い消費電力で駆動できるという長所はそのまま持っており、かつ、外
部部品の増加なしに駆動手順の変更で簡単に実現することができる。
【００７２】
　以上添付した図面を参照して本発明について詳細に説明したが、これは例示的なものに
過ぎず、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、多様な変形及び均等な他
の実施形態が可能であるということを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図３】参考例としてプログレッシブ走査による有機電界発光表示装置駆動の時の一フレ
ームの一例を示す図面である。
【図４】デジタル駆動の時に擬似輪郭現象が発生される過程を示す図面である。
【図５】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の駆動方法を説明する図面である
。
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【図６】図５の駆動方式によって擬似輪郭現象が解消される過程を示す図面である。
【符号の説明】
【００７４】
１０…走査駆動部、
２０…データ駆動部、
３０…画素部、
４０…画素、
５０…タイミング制御部。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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制闪烁和假轮廓。 ŽSOLUTION：用于驱动有机电致发光显示器的方法
包括顺序地将第一扫描信号提供给奇数扫描线，并且顺序地将第二扫描
信号提供给偶数扫描线以显示图像的一帧，其中第一和第二扫描信号彼
此相差一个帧周期的一小部分。 Ž
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